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⑴水戸観光協会レンタサイクル（以下「レンタサイクル」という。）は、一般社団法人水戸観光協会（以下「水戸観光協会」という。）が自転車を貸し出す
事業のことをいい、利用者は、本規約に同意し申込した場合にのみレンタサイクルを利用できます。

⑵レンタサイクル利用資格の条件は、①中学生以上（保護者等同伴の場合は小学生以上）で、②「利用申込書」に、住所・氏名・自宅電話番号・携帯電話
番号・その他所定の事項（以下「記載事項」という。）をご記入いただいき、③「本人確認書類（本人であること及び住所が確認できる書類：健康保険
証、運転免許証等）」等をご提示いただいた方とします。
⑶レンタサイクルのサービスは、利用申込者本人（保護者等が利用申込した場合は、その被保護者（子供等））のみに利用を認めるもので、第三者に
貸与又は譲渡することはできません。親族等のいかなる理由があろうと共用する事を禁止します。

⑷レンタサイクルの利用者（以下「利用者」という。）が次の項目に該当する場合には、サービスを受けられないものとします。
　①薬、覚醒剤、シンナー等による中毒症状又は何らかの薬物等の使用症状を呈していると水戸観光協会が判断した場合。
　②飲酒している場合。
　③「利用申込書」の記載事項に虚偽の記載があった場合。
　④利用申込者と実際の運転者が異なる場合。
　⑤２日以上の返却遅滞を１回でもした場合。
　⑥レンタサイクル用自転車を転貸（又貸し）した場合。
　⑦未成年者のレンタサイクル用自転車の利用に関して、その保護者が当該利用を承認しない場合。
　⑧その他、水戸観光協会が利用者として不適切と判断した場合。
⑸自然災害・天変地異等の不可抗力により、利用者に事前に通知することなく、レンタサイクルを休止させていただく場合があります。
⑹利用者は善良な管理者の注意義務をもってレンタサイクル用自転車及び付帯備品等を利用するものとします。利用者の管理責任は貸出を受けた
時から発生し、千波湖西駐車場管理事務所又は水戸駅南口東棟自転車駐車場管理事務所（以下「管理事務所」という。）に返却した時に終わるもの
とします。
⑺レンタサイクル用自転車の利用料金（以下「利用料金」という。）は、1回につき中学生以上500円、小学生以下300円とします。
⑻天候や利用者の諸事情による利用辞退の申出に際しても、一度お支払いいただいた利用料金のご返金はできません。
⑼貸出・返却に関する営業時間は、水戸観光協会が指定する時間（午前9時～午後4時）とします。
⑽貸出・返却は、管理事務所の受付で行います。万一、誤って管理事務所以外に返却された場合は、利用者の責任で管理事務所へ再度の返却をお願
いします。返却に要した費用は全て利用者の負担となりますので、ご注意下さい。
⑾利用者は、レンタサイクル用自転車から離れる際には必ず施錠をすることとします。
⑿レンタサイクルの利用中に第三者の生命、身体、財産等に損害を与えた場合には、利用者本人（未成年者の場合はその保護者）がその損害を賠償
する責任を負うものとします。

⒀レンタサイクルの利用中にレンタサイクル用自転車又は付帯備品等の盗難，、事故等が発生した場合は、速やかに管理事務所への報告及び警察へ
盗難、事故の届出を提出し、水戸観光協会の指示に従うものとします。また、事故に関しては、利用者本人（未成年者の場合はその保護者）自らの責
任と費用負担において処理解決するとともに、第三者と示談又は調停がなされた場合には、速やかに水戸観光協会に報告するものとします。
⒁レンタサイクル用自転車の紛失、盗難、破損等が発生した場合は、当該自転車と同一車種とメーカー希望小売価格を上限として、当該紛失、盗難、破
損等による損害をご負担いただきます。また、付帯備品等の場合もこれに準じます。

⒂ライト、カゴ、変速機、鍵等の付帯備品等はレンタサイクル用自転車本体と一緒に貸出されるものであり、返却時には一緒に返却願います。
　万一、紛失された場合には、紛失された付属品のメーカー希望小売価格をお支払いいただきます。また、返却の際にカゴ等に残っていた付帯備品
等以外の物につきましては、管理事務所及び水戸観光協会は、一切責任を負いかねます。
⒃利用者はレンタサイクルを利用するに際し、次の事項を遵守するものとします。
　①法令に定められた自転車のルール
　②道路交通法に基づく違反行為（二人乗り、ヘッドホンの使用等）をしないこと
　③タンデム（二人でペダルを漕ぐ二人乗りのレンタサイクル用自転車）の自転車専用道路のみでの利用
　④レンタサイクル用自転車を転貸し、又は他に担保の用に供する等の所有権の侵害行為をしないこと
　⑤レンタサイクル用自転車の改造若しくは、その現状を変更しないこと
　⑥公序良俗に違反してレンタサイクル用自転車を使用しないこと
　⑦自治体が指定する禁止区域への駐輪をしないこと
　⑧アクロバット等にみられる本来の目的以外の使用をしないこと
⒄利用者はレンタサイクル利用中に、レンタサイクル用自転車に異常又は故障等を発見したときは、直ちに運転を中止し管理事務所に連絡し指示に
従うものとします。

⒅利用者は、レンタサイクル利用中に、レンタサイクル用自転車を自治体が指定する禁止区間に駐輪し撤去された場合は、各自治体が指定する撤去
料金及びそのレンタサイクル用自転車の引き取りにかかる費用を負担するものとします。

⒆レンタサイクル用自転車の返却にあたり、管理事務所の担当者立会いのもと、通常の使用に伴う磨耗を除き、引渡時の状態を確認し返却するもの
とします。
⒇返却予定時間（貸出当日の午後4時）経過後にレンタサイクル用自転車を返却した場合は、1日（返却予定時間より24時間を経過しない場合であっ
ても1日とします。）につき500円（小学生以下300円）の追加料金をいただきます。
21返却予定時間（貸出当日の午後4時）経過してもレンタサイクル用自転車の返却がない場合は、電話・郵便・電子メール等で確認させていただく場
合がございます。連絡をしない場合であっても、本規約に従い追加料金は発生します。
22返却予定日より1週間以上経過してもレンタサイクル用自転車の返却がなく、且つ追加料金のお支払いが無い場合は、本協会の財産保全等のため
相応な法的措置等を執らせていただく場合があります。

23上記22項に抵触又は本規約に反する行為があった場合は、法的手続きとしての民事的訴訟以外に、所轄警察への詐欺・窃盗罪等の提訴を行い刑
事事件となる場合があります。

水戸観光協会レンタサイクル利用規約（重要事項説明書）　利用する前に必ずお読み下さい。

一般社団法人  水戸観光協会

水戸市本町1-5-
30

☎029-297-17
71

9:30～19:30

木曜定休

水戸市南町1-2-
21

☎029-221-34
18

9：00～18:30

（土曜・祝日9:0
0～18:00)

日曜定休
（観梅時期、夏場

は不定休）

水戸市千波町30
80

☎029-244-11
41

10:00～21:00

（L.O.20:30）

※季節により変動

無休

水戸市宮町1-7-31

水戸駅ビル エクセ
ルみなみ 3F

☎029-228-22
72

10:00～21:00

(L.O.フード19:00、ド
リンク20:00)

 無休（エクセルみな
みに準ずる）
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C水戸芸術館
市制100周年を記念
し開館した文化施設。
音楽、演劇、美術の芸
術活動が、それぞれ
の専用空間で繰り広
げられています。ま
た、100メートルのタ
ワーからの眺望がで
きます。館内見学ツ
アー、ミュージアム
ショップ、レストランも
利用できます。

G偕楽園
偕楽園は、金沢の兼六
園・岡山の後楽園とと
もに日本三名園のひ
とつに数えられ、天保
13年(1842年)水戸
藩第9代藩主徳川斉
昭公によって造られま
した。園内には約100
品種3,000本の梅が植えられ、芳しい早春の訪れを
告げてくれます。2月下旬～3月「水戸の梅まつり」を
皮切りに、桜、つつじ、秋には萩、初冬には二季咲桜
と、花々が季節の移ろいを感じさせてくれます。

H常磐神社
水戸藩を代表
する第2代藩
主徳川光圀公
(義公)・第9代
藩主徳川斉昭
公(烈公)を祀
る神社です。境
内には戦災を
免れた能楽殿
などが残るほ
か、水戸学関係の資料や日本一の大きさがある
と言われる陣太鼓などを展示した義烈館があり
ます。

I茨城県近代美術館

近代・現代の国内外多数の美術品を3,000点以
上所蔵しています。ロダン作「三つの影」や横山大
観作品の「流燈」など、多数の所蔵品を鑑賞でき
ます。常設展に企画展、美術講演、講座など、美術
との出会いを気軽に楽しめます。

J吉田神社
御祭神は日本武尊。全
国の日本武尊を祀る神
社では最も古く、鎌倉
時代には「常陸第三宮」
として多くの信仰を集
めました。境内には光圀
公お手植えの「榊」や
「縁結び笹」があり、この
笹の葉を結ぶと良縁に
恵まれると昔から言い伝えられています。地元で
は「吉田さん」の愛称で親しまれ、例大祭が10月
15、16日（現在は日に近い金土日）に盛大に行わ
れています。

E保和苑
元禄時代、徳川光圀公
が寺の庭を愛されて
保和園と名付けたの
が由来です。その寺の
名は「大悲山保和院 
桂願寺」といい、水戸
谷中の二十三夜尊と
呼ばれて親しまれてい
ます。昭和初期に地元
の有志により拡張整備され、名前も「保和苑」とな
りました。毎年6月には約30種6,000本のアジサ
イが園内を彩り、水戸のあじさいまつりが開催さ
れます。

所在地：水戸市五軒町1-6-8
時間：9：30～18：00
TEL：029-227-8111

所在地：水戸市常磐町1-3-3
時間：6：00～19：00（2/20～9/30） 7：00～18：00（10/1～2/19）
TEL：029-244-5454（偕楽園公園センター） 

所在地：水戸市常磐町1-3-1
TEL：029-221-0748

F茨城県立歴史館
茨城県の歴史に関
する資料を収集保
存。常設展は、県内
の歴史を民俗・考
古・古代・中世・近
代の各部門に分け
て展示しています。
広い構内には明治
14年(1881年)に
建築の、八角尖塔のある旧水海道小学校本館
などの建造物の文化財もあります。敷地内の銀
杏並木の黄葉は見事です。

所在地：水戸市緑町2-1-15
時間：9：00～17：00（最終入館16：30）
TEL：029-225-4425

所在地：水戸市千波町666-1
時間：9：30～17：00（最終入館16：30）
TEL：029-243-5111 

所在地：水戸市宮内町3193-2
TEL：029-247-6464

A東照宮
水戸藩初代藩
主徳川頼房公
により、元和7
年(1621年)
徳川家康公を
祀る神社とし
て創建され、
現在は徳川頼
房公も祀られ
ています。境内には頼房公を奉納した銅灯籠、
徳川光圀公が造らせた常葉山時鐘、徳川斉昭
公の考案による安神車(戦車)などが現存して
います。

所在地：水戸市宮町2-5-13
TEL：029-221-3784

B弘道館
水戸藩の藩校と
して、水戸藩第9
代藩主徳川斉昭
公より天保12年
(1841年)8月に
創設されました。
弘道館は国の特
別史跡になって
おり、正庁・至善
堂・正門の3か所は重要文化財に指定されて
います。敷地には約60種800本の梅が植えら
れ、偕楽園とともに梅の名所となっています。

所在地：水戸市三の丸1-6-29
時間：9：00～17：00（2/20～9/30） 9：00～16：30（10/1～2/19）
TEL：029-231-4725

所在地：水戸市松本町13-19
TEL：029-232-9189（水戸市役所観光課）

D水戸八幡宮
国指定重要文化財
である本殿は建設
当初のもの。平成
10年に修復され、
安土桃山の荘厳な
輝きが復活しまし
た。また、樹齢700
年 葉の先に実を結
ぶ「御葉付公孫樹
（オハツキイチョウ）」は国指定重要文化財、拝殿
及び幣殿・随神門が市指定有形文化財になって
います。5月下旬からは50種5,000株を超えるア
ジサイが境内を美しく彩ります。

所在地：水戸市八幡町8-54
TEL：029-221-5327


